












要約:父親の子どもに対する意識を知るために、われわれが開発した SCT-IKS により乳児の

父親 200 名を対象に調査を行った。その結果、父親は子どもにポジティブな感情をもって

いることが多く、子どもとのかかわりを楽しんでいるようすがうかがえた。しかし、子ど

もとのかかわりを負担に感じることも少なくなく、とくに泣きに対しては戸惑いや、いら

だち、怒りを感じたり、母親にまかせてしまう傾向が見られた。 

児の生まれる前(つまり妻の妊娠期)における調査結果(PKS)と比較し、検討を行った。PKS、

IKS とも、それぞれの時期についての項目により現実的な反応が多くみられた。 


